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　人口の動き

一5月1日現在一
男5，114（一13）

女5，172（一7）

計10，286（一20）
世帯数2，349（ト4）

（）内は前月比較
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む造林事業
45haを植林

進に調
ことしは

▲植林と林道開発を併行しながら・・』一……・。

X鍛

韓
撫
纒
灘
靴

㌦
か
蒔
づ
く
り
”
は
、
計
画
ど
お
り
順
調
に
進
め
ら
れ
て

、　
　
　
い
ま
す
。
一
方
、
西
部
地
区
の
農
業
の
近
代
化
も
着
々
と
準

　
　
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
町
の
重
点
事
業
で
あ
る
造
林
、
あ
わ
せ
て
、
開
発
が
進

む
西
部
地
区
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

カ§し、　　　　　◎◎◎◎

植まこか木洪空森
林すれす材水気林植
写カミ宴を禾童雲泉林

。経称が製砂れ源は
　萬をξ曇誉だ尋な
　に〃まなれしりぜ
　臭里葛ぞ虜嘉手必
　きの。私ぎ風。要
　な保　たまを　g
　恵全　 ちす防　　・
　み〃　　の　。ぎ
　とと　 生　 ま

　ない　 活　 す

　るつ　に　　。
　のて　 欠

皆
さ
ん
の
土
地
に

収
益
は

分
収
方
式

実
現
す
る
た
め
に
は
、
公
有
林
・
私
有

林
の
別
な
く
、
造
林
を
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
が
所
有
す
る
土
地

に
つ
い
て
も
、
希
望
さ
え
あ
れ
ぱ
、
町

の
手
に
よ
っ
て
、
ド
ン
ド
ン
開
発
を
し

た
い
と
い
う
計
画
が
練
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
面
積
も
歓
迎

植
え
る
の
は
町
の
手
で

　
町
が
大
規
模
な
植
林
事
業
に
着
手
し

た
の
は
、
去
る
五
十
年
度
か
ら
で
す
。

そ
れ
以
前
の
も
の
も
含
め
、
町
内
に
は

こ
れ
ま
で
に
お
よ
そ
六
百
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
植
林
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て

今
後
昭
和
六
十
八
年
を
最
終
目
標
に
、

七
百
二
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
植
え
付
け

る
計
画
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
植

林
は
、
比
較
的
面
積
の
大
き
い
部
落
有

林
等
を
中
心
に
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
今
後
も
こ
の
線
は
く
ず

し
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
は
、
お
の
ず
か

ら
限
度
も
あ
り
ま
す
。

　
町
内
の
す
み
ず
み
ま
で
、
緑
一
色
に

包
み
た
い
と
い
う
町
の
遠
大
な
計
画
を

　
町
が
行
う
植
林
：
：
：
と
い
っ
て
も

土
地
は
あ
く
ま
で
も
所
有
者
で
あ
る
皆

さ
ん
の
も
の
で
す
。

　
忙
が
し
い
皆
さ
ん
に
か
わ
っ
て
、
町

の
作
業
班
が
機
械
を
使
い
、
植
林
、
保

育
、
施
肥
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
面
積
は
小
さ
く
て
も
、
希
望
が
多
け

れ
ば
大
き
な
も
の
に
な
り
ま
す
の
で
心

配
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
植
林
可
能
地
を
所
有
し
て
い
ま
し
た

ら
、
是
非
一
度
林
業
係
ま
で
照
会
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

費
用
・
収
益
は
？

　
皆
さ
ん
の
土
地
を
借
り
て
の
植
林
で

す
が
、
所
有
者
に
植
林
費
用
等
の
負
担

を
か
け
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

国
や
県
、
町
の

負
担
で
行
い
管
理

す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。そ

の
か
わ
り
、

収
益
が
発
生
す
る

と
き
に
は
、
町
が

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
土
地
所
有
者
が
四

〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
割
合
い
で
分
け

…
　
町
内
に
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
山
林
面

じ

…
積
が
あ
る
か
お
わ
か
り
で
す
か
？

…
　
現
在
、
町
の
総
面
積
は
七
千
四
百
十

ロ

一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ
の
う
ち
、
ほ
ぼ
六

じ

…
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
四
千
五
百
三

コ

”
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
山
林
・
原
野
で

ロ

…
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

ロ

…
　
こ
の
面
積
は
、
ほ
ぼ
上
野
．
仙
田
両

…
地
区
を
寄
せ
た
面
積
に
匹
敵
し
ま
す
。

じ

”
　
こ
の
中
に
は
、
原
野
や
ガ
ケ
地
、
す

一
で
に
立
派
な
森
林
と
な
っ
て
い
る
所
が

一
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
除
く
と
、

　

…
造
林
で
き
る
面
積
は
お
よ
そ
千
三
百
三

”
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

…
　
こ
れ
だ
け
の
面
積
を
、
昭
和
六
十
八

じ

”
年
ま
で
に
全
部
完
了
し
よ
う
と
い
う
計

ロ

…
画
な
の
で
す
。

▲雪消えとともにはじまった地ごしらえ作業

あ
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
〃
分
収
造
林

〃
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

町内の山林面積は

緑の羽根122・286円の成果＼
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西部地区

1
農
業
振
興
に
力
点

「
新
農
構
認
可
に
多
く
の
期
待
」

　
東
部
地
区
の
農
業
の
近
代
化
は
、
ほ

場
整
備
に
は
じ
ま
り
、
か
ん
排
事
業
、

二
次
構
と
、
予
定
ど
お
り
の
進
展
を
み

て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
こ
れ
ら
の
補
完
事
業
と

し
て
一
ト
ン
パ
ッ
ク
出
荷
施
設
（
千
手
）
、

も
み
が
ら
た
い
肥
化
施
設
（
上
野
）
、
養

豚
団
地
ふ
ん
尿
処
理
増
強
施
設
と
い
っ

た
も
の
が
、
ほ
ぼ
七
千
万
円
で
実
施
さ

れ
る
見
通
し
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
と
か
く
お
く

れ
が
ち
で
あ
っ
た
西
部
地
区
に
つ
い
て

も
、
東
部
地
区
と
の
開
発
と
か
ら
め
な

が
ら
、
近
代
化
事
業
が
今
さ
か
ん
に
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
全
域
の
開
発

こ
そ
、
均
衡
あ
る

町
の
発
展
が
望
め

る
わ
け
で
、
町
の

方
針
は
も
と
よ
り

地
区
の
方
々
の
強

い
要
望
で
も
あ
り

ま
し
た
。

開
発
計
画
の
中

で
、
最
も
注
目
さ

れ
て
い
る
も
の
は

〃
新
農
業
構
造
改

善
事
業
〃
と
い
わ

れ
る
も
の
で
す
。

今
の
と
こ
ろ
、

事
業
を
認
可
し
て

も
ら
え
る
か
ど
う

か
、
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
が
、
こ
の

事
業
で
は
、
◎
ほ

場
整
備
、
◎
近
代
化
機
械
施
設
な
ど
が

大
小
と
り
ま
ぜ
て
実
施
で
き
る
と
い
わ

田
石赤

れ
て
お
り
、
西
部
地
区
の
立
地
条
件
に

適
し
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
各
部
落
で
は
、
事
業
の
希
望

を
取
り
ま
と
め
中
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
実
施
の
段
階
に
入
り
ま
し

た
ら
、
ま
た
、
詳
し
く
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

地
域
農
政
特
対

　
　
　
こ
と
し
は
完
成
見
込
み

　
前
述
の
事
業
の
先
達
的
な
事
業
と
し

て
、
西
部
地
区
で
は
こ
と
し
、
次
の
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
9

◎
地
域
農
政
特
別
対
策
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
推
進
活
動
と
整
備
事

業
と
が
あ
り
、
推
進
活
動
を
通
じ
て
前

記
の
新
農
構
を
迎
え
る
方
向
が
確
認
さ▲赤岩地区で進むほ場整備（通称ぴわ島地内）

　
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業
で
、
こ
と

し
来
年
の
継
続
事
業
で
す
。

　
内
容
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
動
力
噴
霧

機
・
た
ば
こ
編
機
な
ど
の
ほ
か
、
乾
燥

施
設
な
ど
が
建
て
ら
れ
る
も
の
。

　
事
業
費
総
額
は
二
千
六
百
二
十
万
円

く
ら
い
で
す
。

　
事
業
主
体
は
、
仙
田
た
ば
こ
機
械
施

設
利
用
組
合
（
大
白
倉
・
小
白
倉
・
赤

岩
・
小
脇
の
生
産
組
合
を
包
含
）
、
と

し
、
良
質
な
葉
た
ば
こ
生
産
を
め
ざ
す

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

れ
た
わ
け
で
す
。

　
な
お
、
整
備
事
業
は
、
赤
谷
．
岩
瀬

部
落
で
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
事
業

で
、
ほ
場
整
備
、
近
代
化
機
械
施
設
の

導
入
で
す
。

　
ほ
場
整
備
は
三
か
所
で
十
一
・
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ

ン
・
乾
燥
機
な
ど
一
連
の
機
械
施
設
が

今
年
度
は
完
備
の
予
定
、
総
事
業
費
は

一
億
九
百
六
十
万
円
に
及
ぴ
ま
す
。

◎
特
産
営
農
団
地
育
成
事
業
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知
事
選
の
結
果

　
　
投
票
率
は

　
　
八
一
・
二
八
％

　
先
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
県
知
事

選
挙
の
当
町
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
し
た
。

◎
当
日
の
有
権
者
数
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
男
ー
：
－
；
；
－
：
・
：
三
、
五
四
三
人

　
　
女
・
：
：
：
：
・
：
－
：
三
、
七
七
一
人

　
　
計
・
：
…
：
：
：
：
－
七
、
一
一
＝
四
人

◎
投
票
者
数

　
　
男
・
：
：
：
：
：
：
：
二
、
八
二
五
人

　
　
女
：
・
：
：
：
・
：
：
・
三
、
一
二
〇
人

　
　
計
：
：
－
：
－
：
：
・
：
韮
、
九
四
流
人

◎
投
票
率

　
　
男
－
：
・
：
：
：
・
；
：
七
九
、
七
三
’
％

　
　
女
・
：
－
：
：
：
：
：
・
八
一
一
、
七
四
’
％

　
　
計
：
：
：
：
：
：
・
：
八
一
、
一
一
八
’
％

◎
投
票
総
数
の
う
ち

　
　
有
効
投
票
：
・
：
：
・
丘
、
八
八
O
票

　
　
無
効
投
票
：
・
：
：
：
：
・
六
五
票

◎
候
補
者
別
得
票
数

　
　
君
　
健
男
：
：
：
：
四
、
一
二
六
票

　
　
稲
村
と
し
お
：
：
・
・
一
、
七
五
四
票

　
ご
覧
の
投
票
率
は
、
前
回
の
知
事
選

を
一
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
上
わ
ま
わ
る
も
の

で
し
た
。
欲
を
い
え
ば
、
も
う
ひ
と
お

し
、
と
願
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
県

全
体
の
投
票
率
は
六
〇
、
一
一
五
パ
ー
セ
ン

ト
と
ふ
る
わ
ず
、
八
O
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
た
所
は
、
わ
ず
か
十
五
市
町
村
と

い
う
結
果
で
し
た
。
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鯉
の
ぽ
り
は

　
　
　
　
電
線
に
ご
注
意

　
こ
と
し
も
、
鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

　
先
月
十
九
日
、
お
隣
り
の
長
野
県
伊

那
市
内
で
、
鯉
の
ぼ
り
の
ポ
ー
ル
を
た

て
よ
う
と
し
て
、
あ
や
ま
っ
て
電
線
に

ふ
れ
感
電
死
亡
と
い
う
、
い
た
ま
し
い

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ポ
ー
ル
を
た
て
る
と
き
に
は
、
電
線

か
ら
十
分
は
な
し
て
た
て
ま
し
ょ
う
。

〔
連
絡
先
〕

　
東
北
電
力
㈱
＋
日
町
営
業
所

　
（
〇
二
五
七
五
）
二
－
三
一
〇
七

／
〔
東
北
電
力
か
ら
〕

匡

θ

乙
O

f｝

・
ふ
・
く
・
し
｝
｝
｝

ん
・
国
民
年
金
の

き
「
現
況
届
」
は
お
早
め
に

　ん
　
国
民
年
金
（
拠
出
制
の
障
害
、

．
母
子
・
準
母
子
・
遺
児
・
か
婦
年

ね
金
）
蔓
け
て
い
る
人
は
ど
れ

θ

9∂

ま
で
ど
お
り
年
金
を
受
け
る
た
め

に
、
「
国
民
年
金
受
給
者
現
況
届
」

（
現
況
届
）
を
、
毎
年
五
月
に
町

役
場
の
国
民
年
金
係
へ
提
出
し
な

け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
況
届
と
は
、
受
給
権
者
と
そ

の
加
給
対
象
者
の
生
存
及
ぴ
生
計

維
持
関
係
の
確
認
を
行
い
、
今
年

度
の
年
金
支
払
い
を
決
め
る
重
要

な
届
け
で
す
。

　
も
し
、
こ
の
現
況
届
が
期
限
の

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
提
出
さ
れ

な
い
と
、
社
会
保
険
事
務
所
で
は

年
金
を
引
き
続
い
て
支
払
っ
て
よ

い
か
ど
う
か
の
判
断
が
つ
き
ま
せ

ん
の
で
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
年
金
の
支
払
い
を
一

時
差
し
止
め
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

こ
の
ほ
か
、
障
害
年
金
受
給
権

者
や
他
の
年
金
の
加
給
対
象
者
で

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
診
断
書
の

再
提
出
を
求
め
ら
れ
た
人
は
、
診

断
書
も
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
診
断
書
は
、
五
月
一
日

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
早
め
に
医
師

を
訪
れ
、
診
断
書
を
作
成
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
不
明
な
点
は
、
役
場
年
金
係
ま

で
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
き
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税
の
知
識

贈
与
税
の

　
　
　
　
し
く
み

　
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
、

も
ら
っ
た
人
に
か
か
る
の
が
〃
贈
与
税
〃

で
す
。

　
相
続
税
が
、
相
続
に
よ
つ
て
財
産
を

も
ら
っ
た
人
に
か
か
る
の
に
対
し
て
、

生
前
の
財
産
贈
与
に
課
税
さ
れ
る
の
が

贈
与
税
で
、
夫
と
妻
、
親
と
子
、
祖
父

母
と
孫
と
い
っ
た
親
族
間
と
い
え
ど
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
計
算
方
法
】

　
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
一
年
間
に
、
個
人
か
ら
贈
与
を
受

け
た
財
産
の
価
額
（
課
税
価
額
）
か
ら

基
礎
控
除
額
の
六
十
万
円
を
差
し
引
き

そ
の
残
額
に
税
率
を
か
け
た
額
が
贈
与

税
で
す
。
で
す
か
ら
、
一
年
間
に
も
ら

っ
た
財
産
の
価
額
合
計
が
、
六
十
万
円

以
下
で
あ
れ
ば
、
贈
与
税
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

　
税
率
は
、
　
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
七
五

パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
、
課
税
価
額
に
応
じ

て
高
く
な
る
超
過
累
進
税
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
配
偶
者
控
除
】

　
夫
婦
の
間
で
マ
イ
ホ
ー
ム
の
贈
与
が

あ
っ
た
と
き
は
、
次
の
条
件
に
あ
て
は

ま
れ
ば
、
最
高
一
千
万
円
ま
で
の
配
偶

者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
基
礎
控
除
額
の
六
十
万
円

と
合
わ
せ
る
と
、
　
一
千
六
十
万
円
ま
で

は
贈
与
税
は
か
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

①
婚
姻
期
間
が
二
＋
年
以
上
の
夫
婦
の

間
の
贈
与
で
あ
る
こ
と
。

（
②
贈
与
を
受
け
た
財
産
が
、
自
分
で
居

が
　
ヲ

、
彰
・
、

　
　
　
＄

　
ん傷

蟄

住
す
る
た
め
の
家
や
敷
地
で
あ
る
こ
と
。

（
居
住
用
不
動
産
を
取
得
す
る
た
め
の

現
金
贈
与
も
含
み
ま
す
。
）

③
贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年
三
月
十
五

日
（
贈
与
税
の
申
告
期
限
）
ま
で
に
、

贈
与
を
受
け
た
、
あ
る
い
は
贈
与
を
受

け
た
現
金
で
取
得
し
た
居
住
用
不
動
産

に
、
実
際
に
居
住
し
、
そ
の
後
も
引
き

続
い
て
居
住
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

　
こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
贈

与
税
の
申
告
を
し
、
所
要
の
書
類
な
ど

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
こ
の
配
偶
者
控
除
は
一
生
に

一
度
し
か
受
け
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
税
務
署
か
ら
〕

仙田小校歌

来月には発表会を

仙
田
小
学
校
の

校
歌
に
つ
い
て
は

　　　　　　蹴縷訟聾墾
　
曜

先
月
号
で
お
知
ら
せ
の
と
お

り
で
す
が
、
こ
の
ほ
ど
作
曲
も
終
わ
り
ま
し
た
。

　
作
詞
・
小
高
友
一
さ
ん
（
長
岡
市
職
員
）
、
作
曲

・
藤
原
治
郎
さ
ん
（
県
指
導
主
事
）
の
お
二
人
に
よ

っ
て
、
こ
こ
に
校
歌
が
立
派
に
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
お
二
人
の
手
で
、
仙
田
小
の
児
童
会

の
歌
も
誕
生
し
ま
し
た
。
二
重
の
喜
ぴ
に
わ
く
仙
田

小
で
は
、
来
月
下
旬
に
発
表
会
を
行
い
た
い
と
は
り

き
っ
て
い
ま
す
。
　
　
〔
仙
田
小
校
歌
制
定
委
員
会
〕

仙田小学校校歌

作詞小高友一
作曲藤原治郎

●

O　　　　　　　　　　　　　の 9
■ ●
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み
し
の
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一
一
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ま
だ
え

や
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る
と
を

え
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に
の
む

わ
み
つ

い
ぶ
り

へ
し
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一
、
二
、
三
、
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に
く

一
一
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が
や
し

一
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く
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ま
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を
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に
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う
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さ
よ

一
一
一

い
え
の

し
ご
ぎ

が
た
か

す
う
わ

せ
で
の

か
ん
と

や
く
さ

が
を
る

か
て
ふ

み
く
え

　
一
一

と
た
た

　
一
一

ひ
か
き

の
も
を

う
い
み

ぼ
か
の

き
ち
こ

●

●
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●

く
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く
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あ
み
あ

し
を
な

ま
ろ
か

げ
こ
た

は
こ
ゆ

o
●

●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　σ

校
校
校

学
学
学

小
小
小

田
田
田

仙
仙
仙

い
い
る

る
し
あ

か
の
え

あ
た
は

邸
年
度
第
一
回

　
　
　
調
理
師
試
験

　
調
理
師
試
験
が
、
次
に
よ
り
行
わ
れ

ま
す
。

試
験
日
　
　
六
月
三
十
日
（
金
）

試
験
地
　
六
日
町

願
書
提
出
期
間
　
今
月
十
五
日
か
ら
、

　
　
　
　
　
十
九
日
ま
で
に
十
日
町
保

　
　
　
　
　
健
所
へ

そ
の
他
　
　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
健

　
　
　
　
　
康
管
理
室
へ
お
た
ず
ね
く

　
　
　
　
　
だ
さ
い
。

体協スポット

▲今体育館工事は急ピッチです

橘地区に体協がスタート
　
こ
の
と
こ

ろ
、
一
段
と

高
ま
り
を
み

せ
て
い
る
町

内
の
ス
ポ
ー

ツ
熱
、
こ
の

ほ
ど
橘
地
区

で
は
、
地
区

体
育
協
会
が

発
足
し
ま
し

た
。　

ス
ポ
ー
ツ

こ
そ
体
力
づ

く
り
の
基
本

こ
の
地
区
で

は
、
毎
週
土

曜
日
を
ス
ポ

ー
ツ
デ
ー
と

し
て
、
小
学

校
の
屋
体
を
借
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
競
技
．
練
習
に
興
じ
ま
す
。

　
老
若
、
男
女
を
問
わ
ず
気
が
る
に
参

加
で
き
る
も
の
に
し
た
い
と
、
役
員
は

は
り
切
っ
て
い
ま
す
の
で
、
地
区
の
人

は
ど
う
ぞ
。

教バ
室レ
はU

いボ
か1

がル
？

　
毎
週
日
曜
日
、
川
中
体
育
館
で
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
役
場
総
務
課
野
上
あ
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
小
学
生
の
高
学
年
、
中
学
生
な
ど
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ど
う
ぞ
。

（
電
八
ー
三
一
一
一
・
有
一
二
二
二
）

卓
球
ジ
ュ
ニ
ア
　
○

ク
ラ
ブ
会
員

募
集

◎
対
　
象
　
小
学
高
学
年
・
中
・

　
　
高
校
生

◎
内
　
容
　
練
習
、
各
種
大
会
へ

　
　
の
参
加
、
講
習
会
な
ど
。

◎
そ
の
他
　
月
百
円
程
度
の
会
費

　
　
希
望
者
は
、
随
時
中
屋
敷
小

　
　
丸
新
聞
店
、
渡
辺
一
治
郎
ま

　
　
で
。
　
（
電
八
－
一
二
二
七
・

　
　
有
二
八
五
五
）

▽
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ
も
昨
秋
開
設

　
し
ま
し
た
。

　
十
数
人
の
会
員
で
好
評
活
躍
中

で
す
。
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皆
さ
ん
の
年
金
で

立
派
に
完
成
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
・
．
．
…
室
島
簡
易
水
道
…
…

　
昨
年
六
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
き
た

室
島
地
区
の
簡
易
水
道
施
設
が
、
こ
の

三
月
で
す
べ
て
の
工
事
を
完
了
し
ま
し

た
。　

町
で
は
、
毎
年
各
所
に
水
道
施
設
を

整
備
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
財
源

は
、
い
ず
れ
も
、
国
か
ら
の
補
助
金

（
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
、
皆
さ
ん
の

国
民
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
（
四
五

パ
ー
セ
ン
ト
）
を
受
け
て
建
設
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
国
民
年
金
の
積
立
金
還
元
融
資
と
い

う
の
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
年
金
の
保

険
料
を
、
町
が
起
債
（
借

金
）
の
一
部
と
し
て
借
り

受
け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
の
建
設
以
外

に
も
、
体
育
館
の
建
設
、

歯
科
診
療
所
の
整
備
な
ど

広
い
範
囲
に
わ
た
り
、
こ

の
還
元
融
資
が
役
立
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
老
後
の
保
障

と
と
も
に
、
町
事
業
に
も

大
き
く
役
立
っ
て
い
る
こ

と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

特
別
教
育
相
談
所
の
開
設

　
　
　
セ
ン
タ
ー
で
…
毎
月
二
・
四
土
曜
日

　
あ
し
た
は
学
校
へ
行
く
、
と
い
い
な

が
ら
、
朝
に
な
る
と
ど
う
し
て
も
行
け

な
く
な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
。

　
親
に
反
抗
し
、
口
を
き
か
な
く
な
り

親
の
目
を
さ
け
る
行
動
や
お
ち
つ
き
が

な
い
子
ど
も
。
両
親
や
先
生
方
も
「
ど

う
し
て
そ
う
な
る
ん
だ
ろ
う
。
」
　
「
ど

ん
な
治
療
を
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
」

と
苦
し
み
、
悩
み
の
タ
ネ
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
町
社
会
教
育
課
で
は
、

こ
う
し
た
教
育
上
の
悩
み
を
お
持
ち
の

方
を
対
象
に
、
特
別
教
育
相
談
所
を
設

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
相
談
日
は
、
毎

月
の
第
二
・
第
四
土
曜
日
で
、
時
間
は

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
で
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と
し
て

は
、
高
倉
小
学
校
教
頭
の
浅
利
保
通
先

生
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
学
校
を
い
や
が
り
、
長
期
欠
席
を
す

る
と
か
、
学
級
で
不
適
応
な
状
態
を
起

こ
す
な
ど
、
教
育
上
の
こ
と
に
つ
い
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
来
談
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
に
。

　
お
問
い
合
せ
、
申
込
み
は
総
合
セ
ン

タ
ー
社
会
教
育
課
で
す
。
　
（
電
八
ー
二

三
〇
八
・
有
二
五
八
七
）

…
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
岬
二
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
川

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
、
斉
木
利
栄
さ
ん
の
話
で
す
。
よ
り
、
こ
の
発
電
所
は
廃
止
さ
れ
ま
…

　し尿浄化槽には維持管理と清掃

が必要ですoこれをおこたると汚
水の流出、悪臭やハエ・カの発生
原となり、付近の人たちに大変迷

惑をかけることになりますo
　これらを防ぐために、専門の技
術者に維持管理や清掃をおまかせ

くださいo
　申込みは　川西町清掃社まで
　　　　（電8－3155・有3213）
　なお、不明な点は、役場健康管
理室（電8－3111・有2133）まで
どうぞo

小
脇
部
落
り
「
行
政
蚕
・
て
も
・
隣
近
所

ー
ム
フ
並
日
あ
墓
躯
霧
鶴
紬

浄化槽ご利用の
　　　　皆さんへ〃

　し尿浄化槽は、維持管理が法律

や条例で義務づけられていますo

…
▲
川
西
町
の
極
西
、
松
代
町
と
の
境

…
界
を
分
け
る
と
こ
ろ
に
〃
小
脇
部
落
〃

…
が
あ
り
ま
す
。

…
　
　
松
之
山
付
近
を
源
流
と
す
る
渋
海

　
川
が
、
町
内
で
は
い
ち
早
く
通
過
す

　
る
所
、
す
り
は
ち
の
底
状
の
所
に
、

　
今
は
二
十
四
戸
の
家
屋
が
静
か
な
た

　
た
ず
ま
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
　
そ
の
昔
、
と
い
っ
て
も
、
川
西
町

　
誕
生
の
少
し
前
で
す
が
、
こ
こ
で
は

　
部
落
再
編
の
喜
ぴ
に
わ
き
ま
し
た
。

　
　
昭
和
三
十
一
年
四
月
、
そ
れ
ま
で

　
松
代
村
の
区
域
で
あ
っ
た
荒
瀬
部
落

　
が
、
仙
田
村
小
脇
部
落
に
編
入
さ
れ

　
た
の
で
す
。
当
時
荒
瀬
は
七
戸
、
小

　
脇
は
二
十
七
戸
、
あ
わ
せ
て
三
十
四

　
戸
の
共
同
体
の
誕
生
で
し
た
。

　
　
小
脇
と
荒
瀬
は
、
ほ
ん
の
田
ん
ぼ

　
　
一
枚
で
へ
だ
て
ら
れ
た
距
離
に
あ
り

　
ま
し
た
。
呼
べ
ば
答
え
ら
れ
る
ほ
ど

　
の
近
く
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
う
し
て

　
松
代
村
と
仙
田
村
に
分
離
さ
れ
て
い

　
た
の
で
し
ょ
う
か
。
と
い
っ
て
も
そ

　
こ
ま
で
歴
史
を
た
ど
る
余
裕
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

　
、
た
だ
、
昭
和
二
十
八
年
ま
で
は
、

…
松
代
村
の
片
桐
山
、
滝
沢
、
“
宇
島
で

…
あ
っ
た
部
落
を
統
合
し
、
荒
瀬
部
落

…
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

…
　
松
代
村
片
桐
山
、
滝
沢
、
苧
島
・
：

…
：
：
・
・
松
代
村
荒
瀬
：
・
・
：
仙
田
村

…
小
脇
：
：
：
川
西
町
小
脇
、
と
変
遷

…
を
し
た
の
が
こ
の
部
落
。

…
▲
そ
れ
で
は
当
時
こ
の
人
た
ち
の
交

…
流
は
ど
ん
な
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

は
と
も
に
に
ぎ
や
か
に
や
り
ま
し
た
。

　
荒
瀬
の
子
ど
も
は
、
当
時
の
小
脇

小
学
校
に
委
託
と
い
う
形
で
入
れ
て

も
ら
つ
て
い
ま
し
た
が
、
お
正
月
の

鳥
追
い
で
は
、
き
ま
っ
て
両
部
落
の

子
ど
も
た
ち
は
け
ん
か
を
し
た
も
の

で
す
。
小
脇
に
合
併
す
る
と
き
に
は

土
地
問
題
で
松
代
側
の
人
た
ち
の
反

対
も
あ
り
ま
し
た
が
、
仙
田
村
・
川

西
町
に
入
っ
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
」
：
：
：
と
。

▲
ご
存
知
の
人
も
お
あ
り
で
し
ょ
う

が
、
こ
の
荒
瀬
に
は
大
正
七
年
に
発

電
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
中
子
発

電
所
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
当
時
の
部

落
に
は
革
命
的
な

で
き
ご
と
だ
っ
た

の
で
す
。
そ
の
お

か
げ
で
、
荒
瀬
部

落
は
、
大
正
十
二

年
に
は
、
他
地
区

に
先
が
け
て
、
電

灯
を
灯
す
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
．

各
戸
一
〇
シ
ョ
ク

程
度
の
電
球
で
す

が
、
ま
も
な
く
、

仙
田
村
、
松
代
村

高
柳
村
、
と
広
範

囲
に
こ
の
発
電
所

か
ら
送
電
し
た
と

い
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、

昭
和
三
十
六
年
の

導
水
路
の
欠
壊
に

し
た
が
、
部
落
を
潤
お
す
大
き
な
存

在
だ
っ
た
の
で
す
。

▲
こ
と
し
は
、
室
島
か
ら
小
脇
間
に

も
う
一
つ
橋
が
か
け
ら
れ
、
こ
れ
が

完
成
す
る
と
、
無
雪
道
路
も
可
能
と

な
り
ま
す
。
小
脇
部
落
の
冬
期
間
に

大
き
な
光
明
で
す
。
　
「
道
が
よ
く
な

る
と
離
村
が
増
え
て
の
オ
ー
」
、
と

斉
木
さ
ん
の
こ
と
ば
、
さ
ぴ
し
い
こ

と
で
す
が
そ
れ
も
現
実
、
で
も
、
斉

木
さ
ん
は
、
小
脇
部
落
は
絶
対
に
捨

て
が
た
い
、
と
い
い
ま
す
。

　
造
林
を
使
命
と
し
．
山
野
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
斉
木
さ
ん
に
は
、
こ
の

自
然
と
の
対
話
こ
そ
無
上
の
喜
ぴ
な

の
で
し
ょ
う
。

　
ブ
ナ
林
の
新
緑
が
ま
ば
ゆ
い
ぱ
か

り
で
し
た
。

鳳耀懸『　　　£，

　　　　繍購
想

儲

　　　▲手前左右の家が真中の田んぼをへだてて　　　　ぽ　渉こと　i三、“・マ簡能五簡　　看
　　　　小脇と荒瀬部落に分かれていたo　　　　　　か　なのよ　捨斉ことなにとがに　存
Ill““1川II“”“llll““ll’“1““lllll“ll川ll“1“II”“lll川““ll”1川川1“川川ll“川ll“ll1“1川1“ll”1“川1“lll川川1川川Ull“”lml川ll”mll““1”1
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善
意
を
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
協
議
会

に
二
件

　
高
原
田
の
高
橋
タ
ヅ
さ
ん
か
ら
、
亡

く
な
ら
れ
た
夫
一
郎
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ

た
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
、
感
謝
の

意
を
こ
め
て
十
万
円
を
。

　
上
野
の
今
藤
清
さ
ん
か
ら
、
亡
く
な

ら
れ
た
父
留
平
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ
た
皆

さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
、
感
謝
の
意
を

こ
め
て
一
万
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福

祉
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

｝　
〃
ガ
ン
〃
と
は
、
ひ
と
口
に
い
え

ば
た
ち
の
悪
い
は
れ
も
の
で
す
。

｝　
普
通
の
「
お
で
き
」
と
ち
が
う
点

を
み
て
み
ま
す
と
、

｝L
か
ら
だ
に
あ
る
正
常
な
細
胞
が
、

　
突
然
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
も
の

　
で
あ
る
こ
と
。

～～

原
因
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
て
い

～
　
ま
す
が
、
は
っ
き
り
決
め
ら
れ
ず

～
　
そ
の
た
め
予
防
も
困
難
で
す
。

　
　
　
　
　
Z
突
然
変
異
を
起
こ
し

羅霧蜘礪
た
細
胞
、
つ
ま
り
〃

ガ
ン
細
胞
〃
は
周
囲

を
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
時

点
に
な
る
と
、
ガ
ン
退
治
は
む
ず
か

し
く
、
俗
に
い
う
「
手
お
く
れ
」
で

す
。

4
ガ
ン
は
全
身
に
変
化
が
起
き
ま
す
。

　
全
身
の
や
せ
お
と
ろ
え
や
貧
血
が

　
く
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
。

　
以
上
が
〃
ガ
ン
〃
の
性
質
で
す
。

　
ガ
ン
は
治
り
に
く
い
恐
し
い
病
気

と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ガ
ン
は
、
早
い
う
ち
に
発
見
す

れ
ば
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

子
宮
ガ
ン
検
診
を

　
　
　
　
　
　
受
け
ま
し
よ
う

　
の
組
織
に
ど
ん
ど
ん

　
入
り
こ
ん
で
、
と
ど

　
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
せ
ん
。
こ
の
活
動
は

　
人
と
共
だ
お
れ
に
な

　
る
ま
で
続
く
の
で
す
。

3。

ガ
ン
細
胞
は
、
近
く

　
の
リ
ン
パ
腺
に
入
っ

　
て
増
殖
す
る
た
め
、

　
リ
ン
パ
腺
が
硬
く
は

　
れ
ま
す
。
次
に
こ
こ

　
を
中
継
点
と
し
て
、

　
血
液
と
い
っ
し
ょ
に

　
体
内
を
ま
わ
り
、
い

　
た
る
と
こ
ろ
に
出
店

こ
と
に
子
宮
ガ
ン
は
早
く
み
つ
け
る

方
法
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
第
一
期

症
状
の
人
で
八
O
パ
ー
セ
ン
ト
、
第

二
期
症
状
で
は
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
の

人
が
治
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま

す
。

争舗22iまぞ
顔交通事故防止

ロ　リ

に1　　　　緊急対策月間

新潟県内の交通事故は、昨年

同期より大幅な増をみていますo

　ことに、ゴールデンウィーク

及ぴその前後には、事故が激増

しているため、県下全域に4月

20日から5月20日まで、交通事

故防止緊急対策月間とし、事故

撲滅を進めていますo

飲酒・無謀運転などは絶対に

慎しみましょうo

　
＋
の

数
一
一
一
一
口
（

件
累
8

生発故r4月の交通事

（6）

（0）

（0）

（9）

”
0
0
2

件　数　2（3）

傷　者　2（6）

死　者　0（0）

酒よい　0（0）

酒気おぴ　2　（2）

　　　　（）内は前年件数

＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝ニ＝：＝ニ＝＝＝＝＝ニニ＝』

“
”
”
蹄
“
”
”
”
B
“
髄
U
”
”
硅
”
”
髄
踵
“
”
鷲
“
∬
“
“
”
髄
“
“
跡
”
“
“
”
”
睦
”
“
“
髄
”
膨
”
“
”
図
胃
H
”
n
”
”
“
”
“
”
”
闘
”
”
”
”
“
“
”
”
”
”
”
“
”
“

事
業
所
統
計
調
査

　
六
月
十
五
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、

事
業
所
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

蹴
縁
繊
撰
減
灘

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
（

も
籍
顯
欝
鎌

9
畿
鍾
検
診
を
受
け
る
こ
｝
（
◎
◎
雛

擬
裸
編
瀞
㎜
繍

で
こ
犠
会
を
の
が
さ
ず
に
～
～
◎
新
婦

ど
う
ぞ
　
　
伽
（
◎◎
翻

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

（

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

（（（（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

滋
野
幸
男
野
口
　
◎
新
婦

外
谷
　
静
子
　
長
　
野
か
ら
　
◎
新
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

五
十
嵐
文
治
　
野
　
口
　
　
　
◎
新
婦

小
林
美
知
子
新
町
新
田
か
ら
　
◎
新
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

小
林
　
鏡
二
　
中
仙
田
　
　
　
◎
新
婦

小
林
イ
ツ
子
　
中
仙
田
か
ら

南
雲
　
洋
一
　
中
仙
田

阿
部
　
敬
子
　
十
日
町
か
ら

藏
品
　
保
夫
　
霜
条
　
　
　
田
口

村
山
　
幸
代
　
中
　
里
か
ら
　
高
橋

金
山
　
直
樹
　
霜
　
条
　
　
　
星
名

南
雲
喜
代
子
　
田
中
町
か
ら
　
登
坂

戸
田
　
金
松
　
新
町
新
田
　
　
小
林

大
熊
キ
ク
エ
　
十
日
町
か
ら

高
橋
雅
志

萩
原
君
枝

押
木
哲

庭
野
紀
枝
子

小
柳
茂
樹

池
田
智
恵
子

水
落
徳
幸

田
ロ
キ
ミ
子

佐
藤
章

藤
田
初
枝

永
井
修

大
島
美
恵
子

井
上
吉
一

安
徳
美
智
代

高
橋
　
一

上
村
ト
シ
子

星
名
英
一

西
沢
ム
ツ

室
島

東
京
か
ら

元
町

＋
日
町
か
ら

元
町

＋
日
町
か
ら

仁
田

木
落
か
ら

高
原
田

＋
日
町
か
ら

木
落

＋
日
町
か
ら

神
社
町

福
岡
か
ら

三
領

＋
日
町
か
ら

上
野

小
千
谷
か
ら

柄
澤
　
大
輔
　
幸
作
　
長
男

村
山
　
正
浩
　
進
一
　
二
男

片
桐
千
恵
望
　
一
　
　
長
女

ノ」￥伊沖

白

倉友立

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

麟出辮
マ龍喜州一
ツ吉雄司郎

高
原
田

上寺仁上

野尾田野

七七七六四
八五四六七

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

純秀康祐正
子幸宏子孝

関
口
千
亜
紀

直崔行一泰秀
平　 喜好一正

二長長長長二
女女男男女男

栄木赤伊霜木

町島谷友条落

訂
正
と
お
わ
び

　
前
号
の
こ
の
欄
に
お
い
て
、
次
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く

お
わ
ぴ
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◎
「
う
ぶ
声
1
」
の
欄

誤
．
田
村
雅
寿
美

正
・
田
村
雅
寿
美

正誤正誤
●　　　　●　　　　●　　　　●

渡渡富富
邊邊井井

智智努務
和和

秀登正正基基
夫　 行行

長
男
山
野
田

長
女
山
野
田

長
男
上
野

長
男
上
野

長
男
元
町

長
男
元
町

小
わ
じ

　
　
畔
壇

太
田
白
南
風
選

中
屋
敷
山
賀
芹
子

◎
お
お
ら
か
に
故
郷
の
山
笑
う
な
り

◎
衣
か
え
て
女
心
の
一
日
か
な

　
（
上
京
二
句
）

神
宮
の
森
に
簸
と
ぶ
浅
巷
春

春
浅
き
馬
場
を
め
ぐ
れ
る
五
六
人

残
雪
に
木
立
の
影
の
伸
ぴ
て
あ
り

つ
つ
ま
し
く
母
と
二
人
の
更
衣

　
　
　
　
　
　
　
三
領
た
か
し

行
く
春
や
就
職
近
き
日
を
惜
し
む

何
と
な
く
人
の
恋
わ
る
る
春
の
宵

去
年
よ
り
二
十
日
遅
し
と
囲
解
く

花
辛
夷
苗
代
作
り
今
盛
り

大
野
焼
一
村
煙
り
な
ぴ
き
た
る

遠
足
の
よ
き
日
と
な
り
し
五
月
晴

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
笑
子

髪
を
す
く
祖
母
の
背
丸
し
春
の
風

夕
卓
の
初
山
菜
の
一
談
義

百
姓
の
日
永
に
あ
わ
す
夕
餉
か
な

独
活
小
さ
し
古
草
を
か
け
採
ら
で
お
く

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
岳
陽

遠
嶺
の
残
雪
白
き
畦
を
塗
る

繭
W
り
や
八
箇
峠
に
バ
ス
停
る

繭
”
り
の
山
の
湯
宿
を
訪
ね
け
り

枝
々
に
噸
W
り
合
い
て
明
け
に
け
り

　
　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

瀬
戸
の
山
樫
の
緑
日
々
に
濃
く

光
ふ
る
ご
と
く
明
け
ゆ
く
春
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
坪
山
河
　
　
月

尻
出
し
た
ち
ま
き
多
し
と
皆
笑
う

ひ
ま
の
な
き
蛙
百
姓
や
春
暮
る
る

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
幸
心

繭
潤
り
や
勉
強
部
屋
に
う
つ
る
影

「
評
」

春
の
山
の
風
情
を
「
山
笑
う
」
と
い
う
。

芹
子
さ
ん
の
句
は
お
お
ら
か
に
と
い
う

上
五
で
ふ
る
さ
と
の
総
て
を
表
わ
し
た
。




